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け ざ やかに めでたき 人ぞ 在ました る 野 

分が 開く る 絵巻のお くに (晶子) 

ちゅうぐう すまい 

中宮のお 住居の 庭へ 植えられた 秋草 は、 今年 はこ 

とさら 種類が 多くて、 その 中へ 風流な 黒木、 赤 木の ま 

がき ゆ 

せ 垣が 所々 に 結われ、 朝露 夕 露の 置き 渡す ころの 優美 

けし さ 

な 野の 景色 を 見て は、 春の 山 も 忘れる ほどに おもしろ 

かった。 春秋の 優劣 を 論じる 人 は 昔から 秋 をよ いとす 

る ほうの 数が 多い ので あつたが、 六 条院の 春の 庭の な 

がめ に 説 を 変えた 人々 はまた このごろ では 秋の 讃美 者 



出て ながめて いた。 源氏 は 小 姫君の 所に いた ころで 

わた どの ついたて 

あつたが、 中将が 来て 東の 渡 殿の 衝立の 上から 妻戸の 

開いた 中 を 何 心 もな く 見る と 女房が おおぜいいた。 中 

将は 立ち どまつ て 音 を させぬ ようにして のぞいて いた _ 

びょうぶ 

屛 風な ども 風の はげしい ために 皆 畳み 寄せて あ つ たか 

ら、 ずっと 先の ほう もよ く 見える ので あるが、 そこの 

縁付きの 座敷に いる 一女 性が 中将の 目に はいった。 女 

房た ちと 混同して 見える 姿で はない。 気高くて きれい 

にお あけぼの かすみ 

で、 さっと 匂いの 立つ 気がして、 春の 曙の 霞 の 中 か 

ら 美しい 樺 桜 の 咲き乱れ たの を 見いだ したよう な 気 

あいきょう 

がした。 夢中に なって ながめる 者の 顔にまで 愛嬌が 



ざいます から、 こちら はいく ぶんよろ しい わけで.》 J ざ 

います。 馬場 殿と 南の 釣 殿な ど は 危険に 思われます」 

などと 主人に 報告して、 下人に はいろ いろな 命令 を 

下して いた。 

「中将 は どこから 来た か」 

「三 条の宮 にいた ので ございま すが、 風が 強くな リそ 

うだと 人が 申す ものです から、 心配で こちら へ 出て 参 

ひと かた 

リ ました。 あちらで はお 一 方き りなので すから 心細 そ 

うになさい まして、 風の 音な ども 若い 子の ように 恐ろ 

しがって いられます からお 気の毒に 存じまして、 また 

あちら へ 参ろうと 思います」 



だい それた 罪 を 心で 犯す ことになるの ではない かと 

思って 反省しょう とつと める ので あつたが、 また 同じ 

びぼう 

幻が 目に 見えた。 過去に も 未来に もない ような 美貌の 

方で ある、 あれほどの 夫人の おられる 中へ 東の 夫人が 

混じ つ て おられる などと いう こと は 想像 もで きな い ザ J 

とで ある。 東の 夫人が かわいそう であると も 中将 は 

思った。 父の 大臣の りっぱな 性格が それによ つて 証明 

された 気 もされる。 まじめな 中将 は 紫の 女王 を 恋の 対 

象と して 考える ような こと はしない ので あるが、 自分 

も ああした 妻が ほしい、 短い 人生 も ああした 人と いつ 

しょに いれば 長生きが できる であろう などと 思い 続け 



ていた。 

むらさめ 

明け方に 風が 少し 湿気 を 帯びた 重い 音に なって 村雨 

風な 雨に なった。 

「六 条院 では 離れた 建築物が 皆 倒れそう で ，》 /ざい ま 

す」 

などと 侍が 報じた。 風が 揉み 抜いて いる 間、 広い 六 

すま い 

条院は 大臣の 住居 辺 は おおぜいの 人が 詰めている であ 

はなちる さと 

ろうが、 東の 町な ど は 人 少なで 花 散 里 夫人 は 心細く 

思った ことで あろうと 中将 は 驚いて、 まだ ほのぼの 白 

むころ に 三 条の宫 から 訪ねに 出かけた。 横 雨が 冷や や 

かに 車へ 吹き込んで 来て、 空の 色 もす ごい 道 を 行きな 



などと 源氏 は 言う ので あ つ た。 

ちゆ-つぐう 

「あの 大風に 中宮 付きの 役人 は 皆 出て 来て いたか、 

昨夜の ことが 不安 だ」 

と 言って、 源氏 は 中将 を 見舞いに 出す のであった。 

昨晩の 風の きつい ころ はどうして おいでになり まし 

たか。 私 は 少し そのころ から 身体の 調子が よろし ゆ 

うご ざいません ので ただ今 はま だ 伺われません。 

という 挨拶 を 持たせて やった ので ある。 そこ を 立ち 

廊の戸 を 通って 中宮の 町へ 出て 行く 若い 中将の 朝の 姿 

が 美しかった。 東の 対の 南側の 縁に 立って、 中央の 寝 

殿 を 見る と、 格子が 二 間 ほど だけ 上げられて、 まだ ほ 



て 行き 歩いて いて、 折れた 撫子の 哀れな 枝な ども 取つ 

て 来る。 霧の 中に それらが 見える ので ある。 お 座敷の 

中 を 通って 吹いて 来る 風 は 侍従 香の 匂い を 含んで いた。 

きじょ すまい 

貴女 の 世界 の 心憎 さが 豊 かに 覚えられる お 住居で ある。 

驚かす ような 気がして 中将 は 出に くかった が、 静かな 

音 をた てて 歩いて 行く と、 女房た ち は きわだって 驚い 

た ふう も 見せずに 皆 座敷の 中へ はいって しまった。 宫 

ごじ ゆだい どう * きょ う ぐ ぷ 

の 御 入内の 時に 童 形 で 供奉して 以来 知り合いの 女房 

が 多くて 中将に は 親しみの ある 場所で もあった。 源氏 

の 挨拶 を 申し上げてから、 宰相の 君、 内侍な どもい る 

の を 知って 中将 はしば らく 話して いた。 ここに はまた 



すべての 所よりも 気高い 空気が あった。 そうした 清い 

きのう 

気分の 中で 女房た ちと 語りながら も 中将 は 昨日 以来の 

悩まし さ を 忘れる ことができ なか つ た。 

帰つ て 来る と 南 御殿 は 格子が 皆 上げられ てあつ て、 

夫人 は 昨夜 気に かけながら 寝た 草花が 所在 も 知れぬ よ 

うに 乱れて しまったの を ながめて いる 時であった。 中 

将は 階段の 所へ 行って、 中宮のお 返辞 を 報じた。 

荒い 風 もお 防ぎく だ さいます でしようと 若々 しく 頼 

みに させて いただいて いるので ございま すから、 お 

見舞い をいた だきまして はじめて 安心いた しました _ 

というの である。 



好色な お 心で あるから、 小さい 時から 手 もとで 育た な 

かった 娘に は ああした 心 も 起こる のであろう、 道理で 

も あるが あさまし いと 真相 を 知らない 中将に こう 思わ 

れ ている 源氏 は 気の毒で ある。 玉鬟は 兄弟で あっても 

同腹で ない、 母が 違う と 思えば 心の 動く こと もあろう 

と 思われる 美貌で ある こと を 中将 は 知った。 昨日 見た 

こよ ぢ 1 つ ま， ま I ス 

女王より は 劣って 見える が、 見て いる 者が 微笑まれる 

やまぶき 

ような はなやか さは 同じ ほどに 思われた。 八重の 山吹 

の 咲き乱れた 盛りに 露 を 帯び て 夕映え の もとにあった 

こと を、 その 人 を 見て いて 中将 は 思い出した。 この ご 

ろの 季節の もので はない が、 やはり その 花に 最もよ く 



「そんな 風流が 私に はで きないの ですからね。 送って 

やる 人 だ つ てまた そんな ものな のです からね」 

中将 はこうした 女房に も あまり なれなれし くさせな 

みぞ 

い 溝 を 作って 話して いた。 品の よい 貴公子ら しい 行為 

うまのすけ 

である。 中将 はもう 一通 書いて から 右馬助 を 呼んで 渡 

わらわ ざ むら 、- 

すと、 美しい 童 侍 や、 もの なれた 随身の 男へ さらに 

右馬助 は 渡して 使い は 出て 行った。 若い 女房た ち は 使 

いの 行く先と 手紙の 内容と を 知りたがって いた。 姫君 

が こちらへ 来る と 言って、 女房た ちがに わかに 立ち騒 

きちよ う 

いで、 几帳の 切れ を 引き直したり などして いた。 昨日 

から 今朝に かけて 見た 麗人た ちと 比べ て 見ようと する 
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